
 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

吉村 拓真 × 

原崎 智仁 × 

蒲生  守 × 

横山 良雄 × 

豆田 優子 ○ 

戸田 進一 ○ 

榎本  博 ○ 

吉水 喜美子 × 

中島 美和子 ○ 

江上 隆行 × 

岩城 俊郎 ○ 

井上  聡 × 

米山  信 × 

永島 直行 × 

樋口 幸雄 × 

椛村 公彦 × 

大峰 重美 ○ 

迫  静吾 ○ 

永山 麗子 × 

大久保三喜男 議長 

 

今
回
の
条
例
改
正
は
、
株
の
取
引

な
ど
を
優
遇
す
る
お
金
持
ち
優
遇
の

制
度
変
更
で
す
。
ま
た
、
大
切
な
生

活
資
金
で
あ
る
公
的
年
金
か
ら
否
応

な
し
に
天
引
き
を
す
る
仕
組
み
な
の

で
反
対
し
ま
し
た
。 

 

厳
し
い
生
活
の
中
、
さ
ら
に
年
金
の

削
減
は
し
な
い
よ
う
切
実
な
請
願
で

し
た
が
残
念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し

た
。 

 
物
価
は
上
が
り
、
そ
の
上
、
消
費 

 

 

医
療
費
無
料
化
の
対
象
年

齢
が
、
今
ま
で
の
小
学
校
３

年
生
ま
で
だ
っ
た
も
の
が
、

通
院
で
は
小
学
校
６
年
生
ま

で
に
、
入
院
は
中
学
校
３
年

生
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。 

 

来
年
１
月
１
日
よ
り
実
施

さ
れ
ま
す
。 

 

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
が
、
議
会
で

取
り
上
げ
実
施
を
求
め
つ
づ
け
た
こ

と
が
前
進
し
ま
し
た
。 

 
 

 

子
ど
も
の
病
気
は
待
っ
た

な
し
で
す
。
お
金
の
心
配
で

子
ど
も
の
病
気
を
後
回
し
に 

 

税
の
増
税
が
実
施
さ
れ
た
ら
さ
ら
に

生
活
は
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

 

年
金
は
高
齢
者
の
命
綱
で
す
。
社

会
全
体
で
さ
さ
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

 
 

 

 

総
選
挙
時
、
国
民
に
増
税
に
つ
い

て
求
め
ず
、
選
挙
が
終
わ
っ
た
途
端

に
増
税
を
押
し
付
け
る
。
議
会
制
民

主
主
義
を
破
壊
す
る
も
の
で
す
。 

 

働
く
人
の
年
収
は
１
５
年
連
続
減

り
続
け
平
均
年
収
は
７
０
万
円
も
減

少
。
非
正
規
の
割
合
は
約
４
０
％
で

平
均
賃
金
は
１
６
８
万
円
。
年
金
生

活
者
の
約
８
０
％
の
人
は
年
間
２
０

０
万
円
以
内
の
生
活
で
す
。 

 

中
小
零
細
業
者
は
材
料
費
の
値
上

げ
。
そ
の
上
、
消
費
税
増
税
分
も
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
営
業
も
生
活

も
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

大
企
業
に
は
減
税
、
国
民
に
は
増

税
を
す
る
。
こ
の
横
暴
な
消
費
税
増

税
は
中
止
す
べ
き
で
す
。 

  

今
、
９
月
議
会
に
突
如
、
福
間
庁
舎
に

３
階
建
て
の
別
棟
を
建
設
す
る
（
自
主
設

計
２
３
８
０
万
円
）
、
津
屋
崎
庁
舎
に
図
書

館
等
（
整
備
事
業
費
５
２
６
万
円
）
を
と

市
執
行
部
が
提
案
し
て
き
ま
し
た
。 

市
民
・
議
会
に
も
十
分
な
説
明
が
な
く

ま
っ
た
く
姑
息
的
な
提
案
で
、
福
間
庁

舎
・
津
屋
崎
庁
舎
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の

「
青
写
真
」
も
示
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

議
員
の
追
求
に
対
し
て
福
間
庁
舎
に
３
階 

 

 
 

建
て
の
別
棟
を
建
設
す
る(

約
４
・
７
億
円)

、

津
屋
崎
庁
舎
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
と

い
う
も
の
で
「
全
体
像
」
を
示
さ
な
い
も
の

で
し
た
。
議
会
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
提
案

で
は
了
承
で
き
な
い
と
し
「
修
正
案
」
を
可

決
し
執
行
部
案
を
否
決
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
執
行
部
が
「
再
提
案
」
を
出
し

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
認
め
予
算
案
を
可
決

し
ま
し
た
。 

 

再
提
案
の
内
容
は
、
右
記 

 
 

内
。 

 

◆庁舎統合整備事業費 

●当初提案 庁舎統合整備工事設計委託

料２３８０万円。   ・・・を取り消し 

→○再提案 福間庁舎基本設計業務委託料

６９7万円としました（建設のための設計委

託料でなく青写真作成の委託料へ） 

◆図書館分館等複合施設整備事業費 

 ●当初提案上記名称を→○再提案下記に

◇津屋崎庁舎再生整備事業費とし全体構想

の検討をする予算とするものとし、予算金額

は同額の５２６万円としました。 


